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奉納する茶壺を受け取る下窪支部長（左）
と塗木弘幸南九州市長

茶業女性部の皆さん

神社へ祈願する関係者ら

お茶の振る舞いの様子

ステージで踊る参加者

神社へ祈願
　知覧茶の更なる発展願う

　南九州市茶業振興会頴娃支部は３
月 28 日、同市内の大野岳神社で「新
茶まつりＩＮえい 2018」を開きま
した。生産農家、市、ＪＡ関係者な
ど約 260 人が参加。2018 年度産の
豊作と農家の安全を祈願し、同振興
会茶業青年部員が手もみで仕上げた
新茶を奉納しました。神事の後は祝
賀会も開かれ、茶業女性部や地域住
民が踊りを披露。祭りを盛り上げま
した。
　下窪純治茶業振興会頴娃支部長は
「昨年は冷え込みが長引いたが、今
年は年初めから暖かさが続いてい
る。今まで以上に美味しい新茶を期
待したい。」と思いを語りました。
　南九州市頴娃町では今月上旬から
新茶の摘採が始まっています。



繁殖牛増頭表彰
を受賞した鐘撞
正和さん（右）
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　ＪＡは３月 14 日、2018 年度ＪＡいぶすき肉
用牛繁殖農家研修会を指宿市内で開きました。
畜産農家や関係機関など約 150 名が参加。2017
年度の肉用牛繁殖経営で、特に功績のあった農
家の表彰を行いました。
研修会では、鹿児島県経済連肉用牛課の森和
幸畜産専門員が肉用牛情勢と経済連直営農場の
取組み事例を紹介。また、南薩地域振興局農政
普及課下吹越正一技術専門員から、子牛セリ結
果の分析からみる傾向と課題について研修があ
り、参加者は先進的な育成方法や近年の子牛評
価などについて学びました。
研修会では他にも畜薬や食肉セットがあたる
抽選会を行い、大盛況となりました。

表彰は以下の通りです（敬称略）

甘くておいしい　冬ニンジン順調出荷

生産者の功績称える　肉用牛繁殖農家研修会

　ＪＡ管内の南九州市えい地区で、今年もニンジ
ンの収穫が進んでいます。収穫にはＪＡ職員も参
加して安定した供給に努めています。同地区のＪ
Ａニンジン部会会長、吉﨑久男さん（65）の畑で
も収穫が行われ、ニンジンをコンテナいっぱいに
詰めて集荷場に運び入れています。吉﨑さんは「今
年は例年より小ぶりのものが多いが、単価が高い。
しっかり収穫して、安心安全でおいしいニンジン
を消費者に届けたい。」と話しました。
　2018 年度は生産者 62 名で、4,375 トンを出荷
する見込みです。

▽全国和牛登録協会鹿児島県支部
2017年度優秀雌牛表彰

・今福　一孝　「ゆきひめ22号」
・今村　秀一　「やすふく号」
・鐘撞　正和　「まりも２号」
▽2017年度優良繁殖農家表彰

（出荷実績１頭～11頭平均販売価格）
・去勢の部　第１位　髙田　英治
・雌 の 部　第１位　前村　厚海
（出荷実績12頭以上平均販売価格）
・去勢の部　第１位　江崎　猛
・雌 の 部　第１位　江崎　猛
▽2017年度　ＪＡ繁殖牛増頭表彰
・鐘撞　正和
▽2017年度多頭購買者表彰

・㈲畠久保牧場
・㈱水迫ファーム
・㈱鹿児島サンライズファーム
・ＪＡ鹿児島いずみ

ニンジンを掘り取る吉﨑さん



取り組んでいます！自己改革！

JAいぶすき

2018.４
4

ＪＡ管内の南九州市えい地区で、４月から
ズッキーニの収穫が始まっています。３月29
日には出荷を前に現地検討会を開き、品質や
栽培管理などを確認して安全安心な農産物の
出荷に努めています。
同地区でズッキーニの栽培が始まったのは
３年前。生産者の祝迫辰郎さんが有志と栽培
を始めたのがきっかけです。「周りが作ってな
いものを作ってみたいと思って始めた。分か
らないことも多いが、妻をはじめ沢山の方が
協力してくれている。」と祝迫さんは感謝しま
す。
県南薩地域振興局農政普及課の西原文隆技
術専門員は、「今は始まったばかりでノウハウ
が無いが、サンプルや生育データなどをしっ

かり積み重ねて、地区独自の栽培技術を生み
出したい。」と抱負を語りました。
ＪＡでは2018年度、生産者３人で栽培面積
15アール、出荷数量5.2トンを計画します。

　ＪＡ管内では今年も順調に春かぼちゃの定

植が進んでいます。例年通り２月中旬から始

まり、３月上旬にピークを迎えました。指宿市

山川地区でも３月16日、桑鶴正孝さん（62）の

畑30アールに苗の植え付け作業が始まり、栽

培の準備を行っています。

ＪＡ山川かぼちゃ部会西田光宏会長は、

「カボチャの生産者や栽培面積は減少してい

るが、今年度は春かぼちゃを生産する農家へ

苗や被覆資材の無償提供、生産資材の一部助

成をするなど増反事業を展開した。部会全体

で少しでも多く栽培面積を増やしていきた

い。」と抱負を語りました。

2018年度の作付面積は、部会全体で約６ヘ

クタール増の70ヘクタール、生産者数は146

人の予定です。

新たな産地化へ向け
ズッキーニの収穫始まる

「おいしくなあれ」　願いを込めて
春かぼちゃ植え付け

畑で収穫をする祝迫さん夫妻

定植作業中の桑鶴さん
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　ＪＡ管内で、今年もそらまめの出荷がピークを迎えました。JA管内では集荷量が毎日約

30 トンを超え、新鮮な農産物を送るために、全地区のＪＡ職員が総出で出荷作業を行って

います。集荷のピークは４月上旬。約 106 ヘクタールで 1,896 トン生産し約８億 6,000 万円

販売する見込みです。

　本所農産部営農課の別府昭吾課次長は、「１

月末の現地調査では被害が大きく、収量が大

きく減るのではないかと思われていた。選果

作業は大変だが、農家の方たちの頑張りを春

と一緒に消費者へ届けたい。」と出荷の喜び

を語りました。

　ＪＡ管内でも多くのにんじんを出荷する南九州市えい地区では、ＪＡ主導による夏にんじ
んの試験栽培を行っています。2018年度は２月中旬から種をまき、５月下旬には出荷を始め
る予定です。前年から生産者が４人から９人に増え、栽培面積も２倍以上の125アールを計
画しています。
　同地区で夏にんじんを栽培する利点は多く、冬にんじんと夏にんじんの連作による選果機
の稼働率向上や共販額、資材等の供給額増大が見込めます。また、畑を被覆する資材の購入
費は、経済連産地育成事業が３分の１助成
するので、コストも抑えられます。
　本所農産部営農課の別府裕二課次長は、
「４年前に始めた時は、積算温度を頼りにＪ
Ａ職員２人の畑で実験的に栽培していた。
今では複数の農家の方が協力してくれてい
る。今後も改良を続けて、栽培を行う生産
者を増やしていきたい。」と意気込みを語り
ました。

春を届ける　いぶすきのそらまめ出荷ピーク

冬だけでなく夏にも挑戦

被覆の下ですくすくと育つ夏ニンジン

選果をして箱詰めするＪＡ職員
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　ＪＡは３月 17 日、指宿市内で開かれた第 10 回鹿児島県地区選抜小学生女子バレーボール
菜の花大会の開会式で、特産品のスナップエンドウ 54 ケースを参加チームへ贈りました。
贈呈品は参加した 27 チームに２ケースずつ配布。内薗光弘大会会長はあいさつで「ＪＡな
どの団体が協賛をして下さるのは非常にありがたい。」と感謝しました。

　この大会は、鹿児島県地区選抜小学
生女子バレーボール大会実行委員会が、
県内スポーツ少年団の活性化と団員相
互の親睦・交流を図り、心身の鍛錬や
技術の向上、子どもたちの健全育成に
繋げる事をねらいとして、毎年開催し
ています。

元気な子ども達を応援
ＪＡが特産品を贈呈

おいしいスイカ目指して
徳光小学校アグリスクール開校
　指宿市立徳光小学校は３月 15 日、同校でアグリスクールの開校式を開きました。２、３年
生の児童 25 人と教員、市、青果市場関係者、ＪＡ職員など 50 人が参加。児童は開校式でスイ
カの歴史を学んだ後、前田修文さん（40）の畑で、農家やＪＡ職員に教わりながら約 100 本の
スイカ苗を植えました。２年生の児童は「家で花を植えたりすることはあってもスイカを植え
るのは初めて。育ったら沢山食べたい。」と生育
に期待しました。
　同校でのアグリスクールは今年で６回目。４
月上旬にツルの手入れ、同月中旬に交配などを
行い、６月中旬に収穫します。スイカは高齢者
福祉施設へプレゼントするほか、市場へ出荷し
て児童自らがセリにかける予定です。同校の佐
東忍校長は「徳光スイカは地域の特産物。作り
手だった親戚、地域の人が喜んでくれる大きな
スイカを作って欲しい。」と児童に呼びかけました。

スイカ苗を植えた畑を前に並ぶ児童

贈呈する西迫忠憲常務（右）と受け取る内薗会長



女性部活動
　山川地区　ゴキブリ団子作り３/26・27

女性部のＦａｃｅｂｏｏｋ
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　ＪＡは４月２日、指宿市山川のヘルシーランドで 2018 年度入組式を開きました。新入職員６人
とＪＡ役職員が出席。西村仁組合長が新入職員一人ひとりに辞令を手渡しました。
　本所購買部購買課に配属される井手裕太さんは「初心を忘れず、至らぬ点は改善して、農業発展
に貢献したい。」と決意を述べました。西村組合長は「ＪＡは、組合員や地域住民から信頼される職業。
ＪＡを選んでよかったと思えるように、誇りを持って仕事に取組んでほしい。」と激励しました。
　新入職員らは県農業大学校で３日間宿泊研修を受け、９日に各部署へ配属されました。

　２６日に小川地区で、２７日に大山地区でゴキ
ブリ団子作りをしました。ホウ酸にゴキブリが好
む材料を練り込み、効果抜群の団子を作りました。

「農業発展に貢献」　２０１８年入組式

辞令を受け取る井手さん（右）新入職員の記念写真



ＪＡ役職員が組合長の表彰を祝う

ＪＡの本所内にパブリックスペースを設けました
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　ＪＡは３月 30 日、指宿市山川の本所で定年
退職者を送る会を開きました。本所役職員が
集まり、定年退職する６人の新たな門出を祝
いました。中部支所考査役支所長の中村秀一
さんは「33 年間、他の職員や組合員、地域住
民に支えられながら農協で働く事が出来た。」
と感謝しました。
　西村仁組合長は「残された者として、これ
まで築かれた事をしっかり引き継ぎ、より良
い協同組合にしていきたい。」とあいさつしま
した。

　ＪＡ役職員は３月 30 日、こらんの湯錦江楼で、
西村仁代表理事組合長の功労表彰受賞祝賀会を開
きました。約 50 人が参加。2017 年度表彰農協・
農協功労表彰者で西村組合長の多大な貢献が表彰
された事を祝い、記念品や花束を贈呈しました。
西村組合長は「様々な事業改革で組合員や地

域住民へ迷惑をかけたこともあったが、事業利益
を見るとＪＡを信頼してくれているのだと感じ
る。これまで支えて下さった地域住民・役職員の
方々へ心より御礼申し上げたい。」と、感謝しま
した。

　貯金・共済をご利用
の際、待ち時間にくつ
ろげる空間を御用意し
ました。
　本所窓口来店の際は
ぜひご利用ください。

ＪＡで活躍された先輩方を送る

送る会に出席された退職者の方々

花束を受け取った西村組合長（右）と絹子夫人
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人事異動のお知らせ　辞令名簿
（平成３０年２月２８日付　管理職）

名　　　前 新 旧
後田　一憲 組合長付審査役 参事（管理・信用・共済）
鶴田　勝郎 参事（管理・信用・共済）兼管理部部長 本所・金融部部長
上赤　正二 本所・金融部部長 本所・管理部部長

（平成３０年３月１日付　管理職）
名　　　前 新 旧
高田　文治 本所・管理部人事教育課考査役 青戸支所考査役（総合渉外・共済特化）

（平成３０年４月１日付　管理職）
名　　　前 新 旧
西村　安徳 参事 (経済） 本所・農産部部長兼営農課課長
濵﨑　和斗 本所・農産部部長兼営農課課長 本所・農産部販売課課長
井上　勝弘 中部支所考査役（総合渉外・共済特化） 本所・共済部営業課（総合渉外・共済特化）（指宿地区リーダー）
濵上　信行 開聞中央支所考査役（総合渉外・共済特化） 本所・共済部営業課（総合渉外・バランス）（開聞地区リーダー）
番匠　秀人 本所・共済部共済事務課課長 本所・共済部共済事務課係長（自動車査定）
満永　陽児 本所・農産部販売課課長 本所・管理部管理課調査役
川畑　浩幸 本所・購買部生活課課長 本所・購買部生活課調査役（葬祭センター）
中道　寛司 東部経済課課長（東部配送センター長兼務） 西部経済課課次長（えい地区）
吉永　哲志 中部支所支所長（東部統括） 本所・共済部共済事務課課長
野元　正一 本所・農産部営農課課次長（営農指導・喜入地区） 東部経済課課次長（喜入地区）
西元　次男 東部経済課課次長（喜入地区） 東部経済課課長（東部配送センター長兼務）
田原　秀幸 西部経済課課次長 西部経済課調査役（西部配送センター）
山脇　一美 本所・金融部金融課調査役　融資（えい中央支所駐在） 青戸支所調査役（金融共済）
江篭平直人 本所・金融部金融課調査役　融資（山川統括駐在） 本所・金融部金融課係長（山川統括駐在）
飯伏　昭彦 本所・共済部営業課調査役（総合渉外・共済特化）（えい地区リーダー） 青戸支所調査役（総合渉外・共済特化）
原田　　毅 西部経済課調査役（西部配送センター） 開聞中央支所調査役（総合渉外・共済特化）
西村　英昭 開聞中央支所調査役（総合渉外・共済特化） 開聞中央支所調査役（総合渉外・バランス）
白石　洋一 青戸支所調査役（総合渉外・共済特化） 青戸支所調査役（総合渉外・バランス）
中村　光生 えい中央支所調査役（総合渉外・共済特化） 本所・共済部営業課調査役（総合渉外・バランス）（えい地区リーダー）
中川　美佐 えい中央支所調査役（総合渉外・共済特化） 青戸支所調査役（総合渉外・バランス）

退職者（正職員のみ）
(平成３０年２月２８日付）

名　　　前 役　　　職
濵﨑　正人 本所・管理部部長
本野　和弘 本所・農産部営農課課長
齋藤　佳代 本所・経営企画室

(平成３０年３月３1日付）
名　　　前 役　　　職
福吉　秀一 経済担当参事
中村　秀一 中部支所　考査役支所長（東部統括）
鈴　　　強 喜入支所　考査役　総合渉外・バランス
樋高　隆志 本所・購買部生活課課長
福吉　富造 本所・購買部購買課　主査（開聞地区農業機械）
東川　隆志 東部経済課　主査（指宿地区販売）
塩屋　裕之 中央経済課　山川地区販売
門田　侑也 中部支所　融資
三寺　祐司 本所・畜産部畜産課　営農指導
川﨑　勝彰 生活課　開聞給油所



広報誌「なのはな」３月号のお詫びについて　８ページ下段の巡回バスの日程について、曜日に誤り
がありましたので、再掲載いたします。ご迷惑をお掛けした読者の皆様、ならびに関係各位に深くお
詫び申し上げます。
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４月から６月はＪＡグループ鹿児島「春の農作業安全月間」です。 

平成 28 年は県内で 14 件の農作業死亡事故が発生しました（農水省）。 

中でも乗用型トラクターによる事故が目立ちます。（全体の 27,9%） 

また、熱中症も増加傾向にあります。 

シートベルトやヘルメットの着用、道路走行時のブレーキの連結、安全 

フレームの設置などの声かけを行い、適度な水分補給と休憩をとりながら 

安全な農作業に努めましょう。 

 

【平成２８年 本事務組合における農作業事故の状況】（抜粋） 
 

事故の概要 

農薬散布中、農薬にかぶれて顔・腕・手等を負傷 

ハーベスタ後方に乗用中、動力部分に足が挟まり負傷 

トラクターの運転中、道路わきの側溝へ転落し右肩を負傷 

ハウスで収穫作業中、頭痛・しびれを感じ病院へ搬送（熱中症） 

機械に挟まった藁を取り除こうとして機械に巻き込まれ負傷 
  

声かけ・呼びかけ・事故防止！ 

～ＪＡグループ鹿児島 春の農作業安全月間～
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４
月
に
入
り
、
段
々
と
暖

か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は

入
学
式
や
入
社
な
ど
、
新
た

な
門
出
を
迎
え
る
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。
心
機
一
転
、
と

い
う
の
は
難
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
初
心
を
忘
れ
ず

謙
虚
な
行
動
を
心
掛
け
た
い

も
の
で
す
。

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

　

平
成
30
年
２
月
27
日
、
第
14
回
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
次
の
通
り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

協
議
内
容

・
平
成
29
年
度
末
決
算
に
お
け
る
会
計
処

理
（
案
）
に
つ
い
て
（
減
損
損
失
）

・
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
30
年
度
の
余
裕
金
運
用
方
針

（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
30
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額

（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
30
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
案
）
に
つ
い
て

・
自
己
資
本
比
率
長
期
シ
ミ
ュ
レ
に
つ
い
て

・
役
員
報
酬
審
議
会
か
ら
の
答
申
に
つ
い
て

・
平
成
29
年
度
第
３
回
随
時
監
査
回
答
書

（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
29
年
度
県
常
例
検
査
回
答
書

（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
29
年
度
内
部
監
査
に
関
す
る
内
部

監
査
評
価
結
果
に
つ
い
て

・
平
成
30
年
度
内
部
監
査
計
画
（
案
）
に

つ
い
て

・
平
成
30
年
度
肉
用
牛
組
織
的
導
入
（
預

託
）
頭
数
申
請
及
び
肉
用
牛
特
約
勘
定

極
度
額
設
定
（
案
）
に
つ
い
て

・
共
済
事
業
の
共
同
実
施
に
関
す
る
契
約

書
の
再
締
結
に
つ
い
て

・
平
成
30
年
度
信
用
供
与
等
の
限
度
額
及

び
貸
付
金
利
率
の
最
高
限
度
の
設
定

（
想
定
）
に
つ
い
て

・
貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

・
参
事
の
解
任
に
つ
い
て

・
参
事
の
選
任
に
つ
い
て　
　
　

他

報
告
事
項

・
平
成
30
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

・
平
成
29
年
度
末　

監
事
監
査
の
実
施
に

つ
い
て

・
応
益
出
資
振
替
増
資
運
動
の
実
績
に
つ

い
て�

他

　

平
成
30
年
３
月
30
日
、
第
１
回
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
次
の
通
り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

協
議
事
項

・
平
成
29
年
度
末
決
算
に
お
け
る
会
計
処

理
（
案
）
に
つ
い
て
（
繰
延
税
金
資
産
）

・
平
成
29
年
度
末
決
算
に
お
け
る
会
計
処

理
（
案
）
に
つ
い
て
（
追
加
減
損
損
失
）

・
平
成
30
年
度
リ
ス
ク
管
理
方
針
（
案
）

に
つ
い
て

・
平
成
29
年
度
２
月
末
資
産
査
定
結
果

（
貸
出
金
等
）
に
つ
い
て

・
大
口
債
務
者
の
状
況
に
つ
い
て

・
改
正
労
働
契
約
法
に
伴
う
就
業
規
則
の

改
正
（
案
）
に
つ
い
て

・
遊
休
資
産
の
売
却
（
案
）
に
つ
い
て

・
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
修
正
）（
案
）

に
つ
い
て

・
員
外
監
事
候
補
者
の
決
定
に
つ
い
て

・
学
識
経
験
常
務
理
事
候
補
者
の
決
定
に

つ
い
て

・
学
識
経
験
監
事
候
補
者
の
決
定
に
つ
い
て

・
貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

報
告
事
項

・
平
成
29
年
度
全
国
監
査
機
構
監
査
（
期

中
Ⅲ
）
の
検
出
事
項
に
つ
い
て

・
職
員
紹
介
制
度
の
要
領
設
置
に
つ
い
て

・
支
所
・
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
の
強

化
（
Ｈ
30
．
4
月
分
）
に
つ
い
て
（
訓

示
内
容
含
む
）

・
燃
料
事
業
（
Ｓ
Ｓ
）
営
業
体
制
に
つ
い
て

�

他

【
喜
入
】

生
　
見
　
笑
　
子
（
68
）

【
山
川
】

貴
　
嶋
　
房
　
子
（
91
）

迫
　
　
　
道
　
子
（
79
）

鶴
　
窪
　
絹
　
子
（
84
）

永
　
田
　
江
津
子
（
86
）

野
　
口
　
哲
　
雄
（
88
）

東
　
　
　
キ
　
サ
（
95
）

菱
　
田
　
ハ
ツ
エ
（
99
）

福
　
永
　
テ
ル
子
（
96
）

前
　
畠
　
作
　
夫
（
87
）

【
開
聞
】
　

荒
　
田
　
利
　
雄
（
81
）

加
　
治
　
フ
サ
エ
（
89
）

七
　
夕
　
春
　
吉
（
94
）

冨
　
永
　
　
　
等
（
95
）

西
　
留
　
キ
ヨ
子
（
95
）

西
　
村
　
勝
　
義
（
83
）

前
　
村
　
フ
チ
ノ
（
96
）

松
　
原
　
幸
　
治
（
73
）

【
頴
娃
】
　

伊
瀬
知
　
初
　
夫
（
86
）

都
外
川
　
正
　
彦
（
90
）

新
　
原
　
清
　
和
（
67
）

山
　
下
　
　
　
實
（
80
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

　
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
平
成
30
年
２
月
１
日

～
２
月
28
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

平
成
三
十
年
三
月
歌
会
詠
草
（
自
由
歌
）

い
ぶ
す
き
短
歌
会

一　

庭
す
み
の　

石
の
間
よ
り　

す
み
れ
咲
き

　

着
ぶ
く
れ
し
我
に　

春
は
息
吹
き
ぬ

�

上
西
園
ふ
じ
え

二　

メ
ダ
リ
ス
ト
ら
に　

バ
リ
ア
無
く　

懸
命
に

　

競
い
し
の
ち
は　

共
に
称
え
合
う

�

柚
木
崎
イ
ツ
子

三　

サ
ン
グ
ラ
ス
の　

奥
は
知
ら
ざ
り　

マ
ラ
ソ
ン
の

　

選
手
黙
　々

走
り
行
き
た
り�

辰
野
千
鶴
子

四　

遺
言
の　

和
を
青
空
へ　

ち
り
ば
め
て

　

さ
く
ら
に
う
る
む　

母
の
彼
岸
忌�

吉
永
多
美
子

五　

鎮
も
れ
る　

フ
イ
ギ
ュ
ア
リ
ン
ク
に　

笛
の
音
と

　

共
に
羽
生
は　

神
域
か
も
す�
高
田
須
美
恵

六　

春
風
が　

や
さ
し
く
川
面
を　

揺
ら
し
お
り

　

暫
し
た
た
ず
み　

静
寂
た
の
し
む�

竹
下　

玲
子

七　

先
駆
け
て　

す
も
も
の
花
は　

純
白
に

　

双
子
の
孫
と　

ひ
な
だ
ん
囲
む�

吉
田
知
佐
子

八　

冬
枯
れ
の　

庭
を
護
ら
ん
と　

一
本
の

　

八
重
の
つ
ば
き
は　

赤
く
華
や
ぐ�

片
野
田
健
一

九　

馴
じ
み
行
く　

初
午
祭
の
故
郷
へ

　

学
び
し
母
校
も　

わ
が
世
も
変
わ
る�

片
野
田
道
子

十　

歳
暮
配
り　

利
休
ね
ず
み
の　

雨
に
ぬ
れ

　

手
渡
す
奥
の
間　

暖
の
恋
し
き�

川
畑　

信
子

表紙の写真
　２月15日、市立徳光小学校の児童たちがスイカ
苗を植えた時の様子です。３年生は昨年経験したの
でとても上手に植えていました。２年生も上達が早
く、みるみるうちに作業が早くなっていました。
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